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（IOM：International Organization for Migration），日本，米国国際開発庁（USAID：U.S. Agency 
for International Development），世界銀行，国連開発計画（UNDP：United Nations Development 
Programme），国連児童基金（UNICEF：United Nations Children’s Fund）も和平再統合プログラ
ムの実施を支援することになった。 
 　こうした資金を受けて，BRAは以下11の支援を開始した（表1）。 
































































































































1 大アチェ 50 58 108
2 ピディ 327 250 362 939
3 ビルン 196 249 450 895
4 北アチェ 128 250 500 878
5 東アチェ 150 300 600 1050
6 ベネル・メリア 1096 100 1196
7 中アチェ 636 50 686
8 西アチェ 200 150 50 400
9 南アチェ 100 75 300 475
10 南東アチェ 50 50 100
11 シンキル 50 50 50 150
12 アチェ・ジャヤ 276 100 376
13 ナガン・ラヤ 75 75 150
14 南西アチェ 50 50 50 150
15 タミアン 75 50 100 225
16 ガヨ・ルゥス 50 50 100
17 バンダ・アチェ 0
18 ロスマウェ 100 100
19 サバン 5 5
20 ランサ 20 25 25 70
























































































































































































































 　2006年5月2日付「BRA設立に関するアチェ州知事決定（Keputusan Gubernur Provinsi NAD 





























































社会生活復興・再建に関する2005年法に代わる政令第2号（Peraturan Pemerintah Pengganti Undang-
Undang Republik Indonesia No 2 Tahun 2005 tentang Badan Rehabilitasi dan Rekonstruksi Wilayah dan 







































 ― （2005）『アチェの声：戦争・日常・津波』東京：コモンズ 
 ― （2004）「人び との平和の実現に向けて：北アチェ県女性の証言を中心に」『グローバル時代の平和学4　









 BRA (2007), “Laporan Kegiatan Pemulihan Kondisi Sosial dan Pemberdayaan Masyarakat dalam Rangka 
Reintegrasi di Provinsi Nanggroe Aceh Darussalam Tahun 2005 ― 2007” 
 Lina Frö din (2008), “The challenges of reintegration in Aceh”  Accord Reconfiguring politics: the Indonesia - Aceh 
peace process , Aguswandi and Judith Large (eds.), London: Conciliation Resources 













 1． アチェの統治 
 1.1． アチェ統治に関する法律 
 1.1.1．  アチェの統治に関する新たな法律を，可能な限り早期に，かつ遅くとも2006年3月31
日までに公布，施行する。 
 1.1.2． アチェ統治に関する新たな法律は，以下の原則にもとづく。 
 a）  アチェは，憲法上インドネシア政府が権限を有する外交，国防，治安，金融および
財政，正義および宗教の自由に関する政策を除き，行政および司法とともにすべて
の公共部門における権限を行使する。 
 b）  インドネシア政府が結ぶ国際合意は，アチェの特別な利益に関連する場合，アチェ
立法府との協議と合意のもとに施行される。 
 c）  アチェに関連するインドネシア国会の決定は，アチェ立法府との協議と合意のもと
におこなわれる。 
 d）  アチェに関連するインドネシア政府の施策は，アチェ行政府の長との協議と合意の
もとに実施される。 
 1.1.3．  アチェの名称，選出される上級の政府職員の肩書は，来る総選挙後にアチェ立法府が定
める。 
 1.1.4． アチェの境界は，1956年7月1日時点の境界とする。 
 1.1.5． アチェは，旗，紋章，賛歌など，地域の象徴を用いる権利を有する。 
 1.1.6． アチェのカヌン（イスラーム法規範）は，アチェ民衆の歴史的伝統および慣習を尊重す
るとともに，アチェの現代的な法的要請を反映し，再編算される。 
 1.1.7． すべての儀礼的な特質と権限をもつワリ・ナングロー機関が設立される。 





















 1.2.8． 選挙資金は完全な透明性を有するものとする。 





 1.3.3． アチェは，アチェの領海に存在する天然資源への権限を有する。 
 1.3.4． アチェは，アチェの領域および領海において，現在および将来にわたって炭化水素鉱床
およびそのほかの天然資源から生じる歳入の70％を得る権利を有する。 
 1.3.5． アチェは，アチェの領域のすべての港，空港を建設，管理する。 
 1.3.6． アチェは，インドネシア共和国の他地域と関税その他の障壁なしに自由貿易をおこなう。 








 1.4． 法の支配 









 1.4.5． アチェにおける国軍兵士の一般犯罪は，アチェの一般法廷で裁かれる。 
 2． 人権 
 2.1． インドネシア政府は，国連「市民的および政治的権利に関する国際規約」「経済的，社
会的および文化的権利に関する国際規約」を遵守する。 
 2.2． アチェのための人権法廷が設置される。 
 2.3． インドネシアの真実と和解委員会によって，アチェで真実と和解委員会が設置される。
その任務は，和解方法を策定することである。 
 3． 恩赦と社会への再統合 
























 a）  元GAM戦闘員はすべて，適切な農地，仕事もしくは就労できないときはアチェ政
府から適切な社会保障を受ける。 
 b）  恩赦を受けた政治犯はすべて，適切な農地，仕事もしくは就労できないときはアチェ
政府から適切な社会保障を受ける。 






 4． 治安 





















 4.12． アチェの常駐の警察官は，人権尊重を確立するため，アチェや海外で特別な研修を受ける。 
 5． アチェ和平監視ミッションの設置 
 5.1． アチェ和平監視ミッション（AMM：Aceh Monitoring Mission）は，欧州連合（EU：
Europe Union） と 東 南 ア ジ ア 諸 国 連 合（ASEAN：Association of South-East Asian 
Nations）からの参加国によって設置され，本覚書における両者の約束遵守状況を監視
する。 
 5.2． AMMの任務は以下のとおりである。 
 a） GAMの動員解除，武装解除の監視 
 b） 国軍・警察派遣部隊の再配置の監視 
 c） 活動中のGAMメンバーの社会統合の監視 
 d） 人権状況の監視および本分野における支援 
 e） 法規の改正プロセスの監視 
 f） 争いとなる恩赦案件の決定 
 g） 本覚書違反の申立てについての調査および決定 
 h） 両者との良好な関係の維持と協力 































 6． 紛争解決 
 6.1． 本覚書実施について紛争が生じた場合，速やかに以下の方法で解決される。 
 a）  原則として，本覚書実施について生じた紛争は，監視ミッション代表が両者と協議
し，両者がただちに必要な情報を提供して解決される。監視ミッション代表が，両
者を拘束する決定をおこなう。 
 b）  監視ミッション代表が上記の方法では解決されないと結論づけた場合は，監視ミッ
ション代表が両者の上級代表と協議したのち，両者を拘束する決定をおこなう。 








 インドネシア共和国政府代表 GAM代表 
 ハミド・アワルディン マリク・マフムド 








 ＊ 和平合意覚書の訳出にあたっては，英語版に加え公式のインドネシア語訳版を参照した。 
 英語：http://www.acehpeaceprocess.net/pdf/mou_final.pdf 
 インドネシア語：http://www.achehtimes.com/timeline/doc/MoU_Bahasa.pdf 
 2017年7月10日最終アクセス 
  
